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特別記事

特
別
記
事

シ
リ
ク
ン
シ
ョ
ト
・
ス
メ
ト
君

　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
　
本
論
文
の
構
成

　
シ
リ
ク
ン
シ
ョ
ト
・
ス
メ
ト
君
博
士
学
位
請
求
論
文
『
源
泉
徴
収

所
得
税
法
の
研
究
i
日
本
と
タ
イ
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ー
』

（
一
九
九
六
年
）
は
、
A
4
版
用
紙
二
七
二
枚
に
の
ぽ
る
大
作
で
あ

り
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に

　
序
　
論

　
第
一
章
　
タ
イ
源
泉
徴
収
所
得
の
概
念

　
　
　
　
　
｝
　
総
　
論

　
　
　
　
　
二
　
源
泉
徴
収
所
得
の
沿
革

　
　
　
　
　
三
　
現
行
の
源
泉
徴
収
所
得
税

　
　
　
　
　
四
　
源
泉
徴
収
所
得
税
の
構
成
要
素

　
　
　
　
　
五
　
結
　
論

第
二
章

本
　
論

第
三
章

第
四
章

第
五
章

戦
前
に
お
け
る
日
本
の
源
泉
徴
収
所
得
税
の
概
念
と
制
度
の

展
開
ー
タ
イ
の
そ
れ
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ー

五四三二一
総
　
論

戦
前
源
泉
徴
収
所
得
税
の
対
象
と
な
る
所
得
類
型

納
税
者
の
権
利
義
務

源
泉
徴
収
所
得
税
概
念
の
構
成
要
素

結
　
論

戦
後
日
本
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
納
税
義
務
者
に
対
す
る
支

払
請
求
権
ー
タ
イ
の
そ
れ
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ー

一二三四五源
泉
徴
収
所
得
税
の

較
を
中
心
と
し
て
1

一
　
総
　
論

ニ
　
タ
イ
の
問
題
点
－
裁
判
官
法

三
　
日
本
の
問
題
点
ー
み
な
し
自
動
確
定
方
式

四
　
結
　
論

源
泉
徴
収
所
得
税
の
訴
訟
へ
の
訴
訟
参
加
－
日
本
と
タ
イ

の
比
較
を
中
心
と
し
て
ー

総
　
論

関
連
法
律
規
定

関
連
裁
判
例

支
払
請
求
権
に
関
す
る
学
説

結
　
論

　
　
　
　
　
　
「
確
定
」
概
念
ー
日
本
と
タ
イ
の
比
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一
　
総
　
論

　
　
　
　
　
二
　
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
紛
争
の
特
殊
性

　
　
　
　
　
三
　
源
泉
徴
収
所
得
税
の
訴
訟
に
関
す
る
訴
訟
参
加
の
適
用

　
　
　
　
　
四
　
結
　
論

　
謝
　
辞

　
本
論
文
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
の
法
学
政
治
学
論
究
に
公
表
さ
れ
た

論
稿
を
中
心
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
前
掲

の
よ
う
に
、
序
論
（
二
章
）
と
本
論
（
三
章
）
に
分
け
て
編
集
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
「
は
じ
め
に
」
の
箇
所
で
は
、
英
米
独
に
お
け
る

沿
革
史
な
ど
が
き
わ
め
て
興
味
深
く
考
証
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お

け
る
従
前
の
学
説
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
必
読
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
の
内
容

　
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
は
、
関
係
人
間
の
法
律
関
係
及
び
過
誤
納

又
は
還
付
・
追
徴
の
手
続
に
関
す
る
基
本
的
法
律
構
造
の
問
題
に
つ

い
て
、
十
分
に
明
白
に
解
明
し
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
制
度
に

内
在
す
る
諸
問
題
及
び
そ
れ
ら
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
を
見
い
だ
し

解
決
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
源
泉
徴
収
所
得
税

に
関
す
る
違
憲
訴
訟
が
納
税
者
側
か
ら
数
件
提
起
さ
れ
た
が
、
い
ず

れ
も
裁
判
所
に
よ
り
認
容
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
違
憲
訴
訟

を
論
者
は
不
合
理
な
裁
判
と
考
え
ず
、
む
し
ろ
納
税
者
の
権
利
保
護

に
関
す
る
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
し
て
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。

　
源
泉
徴
収
所
得
税
法
の
領
域
に
お
け
る
関
係
人
間
の
法
律
関
係
、

特
に
租
税
行
政
手
続
・
救
済
手
続
は
、
ど
の
よ
う
に
理
論
構
成
さ
れ
、

解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
論
者
は
日

本
と
タ
イ
の
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
法
律
、
判
例
及
び
学
説
を

考
察
の
対
象
と
し
て
、
問
題
の
所
在
を
認
識
し
問
題
解
決
の
シ
ナ
リ

オ
を
模
索
し
検
討
す
る
。
論
者
は
、
比
較
法
の
手
法
を
用
い
て
日
本

と
タ
イ
の
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
を
客
観
的
に
研
究
す
る
に
あ
た
り
、

両
者
間
の
異
同
を
純
理
論
的
に
認
識
し
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
で
な

く
、
む
し
ろ
、
日
本
と
タ
イ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
的
、
社
会
的
又
は

政
治
的
過
程
と
背
景
の
成
因
を
個
別
に
確
認
し
つ
つ
、
歴
史
的
所
産

の
理
由
と
効
果
を
実
証
的
に
考
察
し
、
問
題
解
決
の
手
法
を
模
索
し

て
い
こ
う
と
す
る
。

　
第
一
章
は
、
タ
イ
の
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
の
概
念
を
主
題
と
し
、

タ
イ
源
泉
徴
収
所
得
税
が
ひ
と
つ
の
独
立
税
で
あ
る
か
又
は
単
な
る

徴
税
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
か
と
い
う
間
題
を
提
起
す
る
。
そ
の
た

め
に
、
ま
ず
、
タ
イ
源
泉
徴
収
所
得
税
の
沿
革
を
考
察
の
対
象
と
す

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
タ
イ
の
法
律
規

定
及
び
政
令
規
定
又
は
そ
の
要
旨
を
日
本
語
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、

タ
イ
の
法
状
態
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
法
研
究
に
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不
可
欠
な
作
業
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
論
者
は
、
タ
イ
源
泉
徴
収
所

得
税
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
要
素
を
分
析
す
る
。
所
得
税
の
徴

税
技
術
（
特
殊
技
術
的
法
律
要
件
）
、
予
納
的
納
税
、
源
泉
徴
収
義

務
者
の
租
税
行
政
手
続
に
お
け
る
法
的
地
位
（
納
税
義
務
者
の
法
定

代
理
人
）
、
租
税
債
権
の
強
制
履
行
方
法
（
連
帯
租
税
債
務
）
の
諸

要
素
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
は
、
国
内
の
法
律
関
係

の
み
な
ら
ず
、
比
較
法
的
に
各
国
の
法
律
問
題
を
分
析
し
、
説
明
す

る
う
え
で
も
重
要
な
分
析
概
念
で
あ
り
同
時
に
説
明
概
念
で
も
あ
る
。

タ
イ
方
式
で
は
、
一
に
、
納
税
義
務
者
の
法
定
代
理
人
た
る
源
泉
徴

収
義
務
者
と
納
税
義
務
者
と
の
内
部
求
償
の
問
題
、
二
に
、
支
払
時

以
降
に
お
け
る
連
帯
債
務
者
た
る
源
泉
徴
収
義
務
者
と
納
税
義
務
者

の
法
律
関
係
が
と
く
に
問
題
と
な
り
う
る
。

　
第
二
章
で
は
、
日
本
の
戦
前
（
一
八
九
九
年
な
い
し
一
九
四
五

年
）
の
源
泉
徴
収
所
得
税
の
概
念
が
現
行
の
そ
れ
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
と
の
仮
定
と
そ
の
実
証
に
基
づ
き
、
納
税
者
の
権
利
保
護
を
中

心
と
し
て
、
日
本
の
戦
前
の
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
個
々
の
所

得
税
法
及
び
国
税
徴
収
法
の
み
な
ら
ず
、
学
説
・
関
連
判
例
も
ま
た

考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
タ
イ
の
源
泉
徴
収

所
得
税
の
概
念
を
比
較
し
て
、
重
要
な
異
同
点
（
実
質
的
・
形
式

的
）
を
分
析
し
て
、
そ
の
背
景
及
び
原
因
を
解
明
す
る
。
日
本
の
源

泉
徴
収
所
得
税
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
要
素
は
次
の
四
点
に
分

析
さ
れ
て
い
る
。
所
得
税
の
徴
収
技
術
（
特
殊
技
術
的
法
律
要
件
）
、

予
納
的
納
税
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
租
税
行
政
手
続
き
に
お
け
る
法

的
地
位
（
国
の
徴
収
機
関
）
、
租
税
債
権
の
強
制
履
行
方
法
（
滞
納

時
に
お
け
る
租
税
債
務
者
の
交
替
）
が
そ
の
四
点
で
あ
る
。
日
本
方

式
で
は
、
納
税
義
務
者
と
国
と
の
法
律
関
係
が
特
に
問
題
と
な
り
う

る
。　
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
は
、
日
本
の
源
泉
徴
収
制
度
と
タ
イ
の
そ
れ

を
比
較
し
、
特
徴
を
際
だ
た
せ
る
た
め
の
道
具
概
念
と
し
て
き
わ
め

て
有
用
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　
本
論
の
第
三
章
で
は
、
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
当
事
者
間
の

支
払
請
求
権
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
は
、
所
得
の
支
払
時

に
適
法
に
源
泉
徴
収
し
な
か
っ
た
源
泉
徴
収
義
務
者
が
、
源
泉
徴
収

し
な
か
っ
た
所
得
税
を
そ
の
後
納
税
義
務
者
か
ら
支
払
請
求
で
き
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
二
は
、
国
が
源
泉
徴
収
義
務
者
か
ら
源
泉

徴
収
所
得
税
を
強
制
徴
収
し
た
場
合
に
お
け
る
源
泉
徴
収
不
足
額
を
、

源
泉
徴
収
義
務
者
は
納
税
義
務
者
か
ら
追
加
し
て
支
払
請
求
で
き
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日
本
と
タ
イ
の
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
に

は
外
形
ヒ
の
相
違
が
大
き
く
、
問
題
の
様
相
も
異
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
法
律
の
明
文
規
定
及
び
法
の
欠
訣
が
分
析
さ
れ
、
そ
し
て
基
本

法
理
が
考
察
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め
の
解

釈
論
の
み
な
ら
ず
立
法
論
も
ま
た
立
論
さ
れ
て
い
る
。
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本
論
の
第
四
章
は
、
手
続
法
に
お
け
る
源
泉
徴
収
所
得
税
の
確
定

方
式
に
か
か
わ
る
問
題
を
検
討
す
る
。
論
者
は
、
源
泉
徴
収
所
得
税

の
「
確
定
」
概
念
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
タ
イ
法
と
日
本
法
を

比
較
し
て
考
察
す
る
。
タ
イ
国
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関

す
る
通
則
規
定
が
歳
入
法
典
中
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
確
定
手
続
に

関
す
る
明
文
規
定
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
本
章
は
タ
イ

国
に
お
け
る
法
の
欠
鉄
を
補
填
し
た
二
つ
の
裁
判
例
を
紹
介
す
る
。

さ
ら
に
、
タ
イ
に
お
け
る
立
法
論
に
資
す
る
た
め
、
日
本
に
お
け
る

み
な
し
自
動
確
定
方
式
の
定
め
る
規
定
（
国
税
通
則
一
五
条
三
項
）

を
、
タ
イ
の
裁
判
例
と
比
較
分
析
し
、
そ
の
「
自
動
確
定
」
概
念
の

有
用
性
及
び
関
連
間
題
（
源
泉
納
税
告
知
の
性
質
）
に
つ
い
て
も
試

論
す
る
。

　
本
論
の
第
五
章
は
、
過
大
な
源
泉
徴
収
に
か
か
る
内
部
求
償
問
題

を
は
じ
め
、
前
述
の
主
要
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
訴
訟
法
に

お
け
る
訴
訟
参
加
制
度
の
問
題
を
検
討
す
る
。
日
本
法
と
タ
イ
法
の

比
較
を
通
じ
て
、
源
泉
徴
収
所
得
税
に
関
す
る
紛
争
を
考
察
し
、
か

つ
、
そ
の
紛
争
に
お
け
る
特
殊
性
及
び
原
因
を
分
析
す
る
。
問
題
の

解
決
方
法
と
し
て
、
実
体
法
の
解
決
及
び
改
正
と
い
う
方
法
の
ほ
か

に
、
租
税
行
政
手
続
及
び
租
税
訴
訟
の
観
点
か
ら
、
国
と
源
泉
徴
収

義
務
者
の
間
の
訴
訟
へ
の
納
税
義
務
者
の
訴
訟
参
加
の
活
用
（
特
に
、

そ
の
有
用
性
・
可
能
性
）
に
着
目
し
、
そ
の
う
え
で
そ
の
問
題
点
に

つ
い
て
も
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

本
論
文
の
特
徴

1
　
第
【
章
及
び
第
二
章
に
つ
い
て
　
源
泉
徴
収
所
得
税
は
、
源
泉

徴
収
義
務
者
（
所
得
の
支
払
者
）
に
対
し
直
接
に
負
担
さ
せ
る
税
で

あ
る
の
か
、
納
税
義
務
者
（
所
得
の
受
額
者
）
へ
の
所
得
課
税
に
先

だ
ち
、
源
泉
徴
収
義
務
者
に
間
接
的
に
課
す
る
所
得
税
で
あ
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
間
題
提
起
は
、
日
本
法
の
場
合
に
は
、
滞

納
時
に
納
税
義
務
者
（
受
給
者
）
に
代
わ
っ
て
源
泉
徴
収
義
務
者
が

滞
納
処
分
を
受
け
、
タ
イ
法
に
あ
っ
て
は
、
源
泉
徴
収
義
務
者
が
支

払
時
よ
り
納
税
義
務
者
と
連
帯
租
税
債
務
を
負
う
と
い
う
法
状
態
に

照
ら
し
、
適
切
で
あ
る
。
両
国
の
法
状
態
の
相
違
は
そ
の
歴
史
的
経

緯
に
由
来
す
る
。

　
日
本
は
、
一
八
八
七
年
所
得
税
法
（
明
治
二
〇
年
三
月
二
三
日
勅

令
第
五
号
）
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
と
き
源
泉
徴
収
の
手
法
を
採
用

せ
ず
、
そ
の
二
一
年
後
す
な
わ
ち
一
八
九
九
年
の
改
正
所
得
税
法

（
明
治
三
二
年
二
月
一
三
日
法
律
第
一
七
号
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

公
社
債
利
子
に
対
す
る
源
泉
徴
収
所
得
税
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後

約
四
〇
年
問
は
利
子
配
当
所
得
だ
け
を
対
象
と
す
る
源
泉
徴
収
所
得

税
制
度
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
タ
イ
の
場
合
は
、
所
得
税
の

一
種
と
も
い
い
う
る
給
与
税
が
一
九
三
二
年
に
導
入
さ
れ
、
当
初
よ
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り
給
与
所
得
の
賦
課
課
税
制
度
及
び
源
泉
徴
収
制
度
が
併
用
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
所
得
税
法
が
、
そ
し
て
現
在
で
は
、
歳
入
法
典
が
所
得
税

（
個
人
、
人
格
の
な
い
社
団
及
び
法
人
に
対
す
る
所
得
税
）
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
様
々
な
所
得
に
対
す
る
源
泉
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
の
場
合
に
は
、
公
社
債
の
譲
渡
性
に
鑑
み
、
課
税

当
局
が
滞
納
時
に
本
来
の
納
税
義
務
者
を
探
し
だ
し
、
こ
の
者
に
滞

納
処
分
手
続
を
講
じ
る
こ
と
は
行
政
実
行
上
困
難
で
あ
る
の
で
、
納

税
義
務
者
に
代
え
て
源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
し
滞
納
処
分
を
行
う
。

他
方
、
タ
イ
の
場
合
に
は
、
給
与
所
得
に
対
す
る
源
泉
徴
収
制
度
が

起
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
払
者
を
受
給
者
の
連
帯
租
税
債
務
者
と

理
論
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
租
税
請
求
権
実
現
の
制
度
保
障
が
は

か
ら
れ
て
い
る
。
論
者
は
両
国
の
立
法
史
の
比
較
か
ら
基
本
的
理
論

構
成
の
相
違
と
そ
の
理
由
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
の
本
質
的
な
構
成
要
素
が
本
論
文
に
よ
り

は
じ
め
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
従
来
の
学
説
は
、
例
え
ば
給

与
所
得
に
か
か
る
源
泉
徴
収
税
の
租
税
債
務
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

論
争
す
る
に
留
ま
っ
た
と
こ
み
、
論
者
は
予
納
的
納
税
と
清
算
（
税

額
控
除
を
含
む
）
と
い
う
分
析
道
具
を
用
い
て
一
貫
し
て
問
題
を
考

え
貫
い
て
い
る
。
さ
ら
に
論
者
は
共
通
の
視
点
か
ら
日
本
の
場
合
の

四
構
成
要
素
と
タ
イ
の
場
合
の
そ
れ
ら
と
を
分
析
比
較
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
一
に
、
日
本
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
「
徴
収
機
関
と
し
て

の
法
的
地
位
」
と
タ
イ
の
場
合
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
「
法
定
代
理

人
と
し
て
の
地
位
」
、
二
に
、
日
本
の
滞
納
時
に
お
け
る
「
租
税
債

務
者
の
交
替
」
と
タ
イ
の
支
払
時
以
降
に
お
け
る
「
連
帯
租
税
債
務

者
と
し
て
の
法
的
地
位
」
を
比
較
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
二
点
の
理
論

構
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
長
短
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
の
そ

れ
が
他
の
先
進
諸
国
の
理
論
構
成
に
近
似
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け

る
こ
の
基
本
的
理
論
構
成
の
後
進
性
と
改
正
が
本
論
文
に
よ
っ
て
示

唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

2
　
第
三
章
に
つ
い
て
　
源
泉
徴
収
義
務
者
の
納
税
義
務
者
に
対
す

る
支
払
請
求
権
に
つ
い
て
の
法
律
要
件
は
、
タ
イ
に
お
い
て
欠
訣
し

て
い
る
。
タ
イ
最
高
裁
判
所
一
九
六
五
年
判
決
が
一
例
公
表
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
論
者
は
日
本
の

支
払
請
求
権
に
関
す
る
法
律
規
定
の
存
在
理
由
、
そ
の
規
定
及
び
関

連
規
定
の
沿
革
な
ら
び
に
法
律
効
果
を
複
合
的
に
慎
重
に
検
討
分
析

し
た
う
え
で
（
第
三
章
二
口
な
い
し
国
）
、
両
国
の
関
連
裁
判
例
及

び
学
説
を
紹
介
・
分
析
す
る
。
論
者
の
研
究
成
果
と
し
て
、
タ
イ
の

問
題
状
況
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
未
解
決
な
問
題
状
況
と
そ
れ
ら
の

原
因
が
、
周
到
か
つ
克
明
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

3
第
四
章
に
つ
い
て
日
本
の
源
泉
徴
収
制
度
に
あ
っ
て
は
、
租

税
債
務
は
法
律
要
件
の
充
足
と
同
時
に
自
動
的
に
確
定
さ
れ
る
も
の

と
み
な
さ
れ
る
。
他
方
、
租
税
債
務
の
確
定
に
関
す
る
明
文
規
定
の
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な
い
タ
イ
の
源
泉
徴
収
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
一
に
、
納
税
義
務

者
の
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
債
務
の
確
定
、
二
に
、
源
泉
納
税
告

知
に
よ
る
租
税
債
務
の
確
定
が
実
務
上
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
タ
イ
に
お
け
る
問
題
状
況
が
裁
判
例
を
材
料
と
し
て
検
討
摘
出

さ
れ
た
の
ち
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
自
動
確
定
方
式
が
タ
イ
に
お
け
る

問
題
状
況
の
解
決
に
あ
た
っ
て
有
用
で
あ
る
か
否
か
が
考
察
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
日
本
の
自
動
確
定
方
式
の
蔵
す
る
諸
問
題
が
網
羅

的
に
明
晰
に
論
議
さ
れ
て
い
る
（
第
四
章
三
）
。
論
者
は
、
自
動
確

定
方
式
の
タ
イ
法
へ
の
継
承
に
は
控
え
め
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。

4
　
第
五
章
に
つ
い
て
　
納
税
義
務
者
が
租
税
債
権
者
た
る
国
に
対

し
直
接
に
提
訴
し
う
る
か
否
か
は
、
両
国
と
も
に
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
論
者
は
源
泉
徴
収
義
務
者
が
国
に
対
し
源
泉
納

税
告
知
の
取
消
訴
訟
も
し
く
は
無
効
確
認
訴
訟
ま
た
は
還
付
訴
訟
を

提
起
す
る
場
合
、
こ
の
訴
訟
に
納
税
義
務
者
が
参
加
す
る
可
能
性
を

考
察
す
る
。
租
税
訴
訟
が
一
般
の
民
事
訴
訟
や
行
政
訴
訟
に
比
べ
特

殊
性
を
有
す
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
う
え
、
す
べ
て
の
関
係
者
間
に

お
け
る
紛
争
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
目
的
に
と
っ
て
、
納
税
義
務
者

の
訴
訟
参
加
は
実
効
性
の
あ
る
解
決
を
も
た
ら
し
う
る
と
論
ず
る
。

　
た
し
か
に
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
解
決
方
法
に
ち
が
い
な
い
。
し
か

し
、
源
泉
徴
収
義
務
者
が
す
で
に
解
散
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
提

訴
し
え
な
い
場
合
に
お
け
る
納
税
義
務
者
の
救
済
方
法
が
、
な
お
未

解
決
な
問
題
と
し
て
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
源
泉
徴
収

義
務
者
と
国
と
の
訴
訟
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
個
別
の
納
税
義
務
者

に
着
目
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
い
た
め
、
訴
訟
参
加
が
納
税
義
務
者

に
多
大
の
労
力
を
強
い
る
虞
も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
も
っ

と
も
、
判
決
の
第
三
者
効
に
よ
り
、
す
べ
て
の
関
係
の
納
税
義
務
者

が
訴
訟
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
け
れ

ど
も
。
）
。
納
税
義
務
者
が
国
に
対
し
直
接
に
提
訴
す
る
ル
ー
ト
が
、

日
本
の
最
高
裁
判
所
の
裁
判
例
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
解
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
も
ま
た
第
二
の
解
決
方
法
と
し
て
検

討
の
余
地
は
大
い
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
タ
イ
国
の
訴
訟
制
度
を
考
慮
に
い
れ
る
場
合
、
論
者

が
、
日
本
の
行
政
事
件
訴
訟
法
L
の
訴
訟
参
加
制
度
に
拘
泥
せ
ず
、

訴
訟
参
加
の
一
般
理
論
か
ら
理
論
構
成
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
点
に
、

第
五
章
の
特
色
が
あ
る
。

評
　
価

　
本
論
文
の
問
題
提
起
と
そ
の
解
決
お
よ
び
論
証
は
極
め
て
合
理
的

な
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
細
に
み
て
み
る
と
、
日

本
文
化
の
視
点
か
ら
は
、
問
題
が
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
納
税
義
務
者
と
源
泉
徴
収
義
務
者
と
の
法
律
関
係
が
使

用
人
に
関
す
る
民
法
理
論
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
理
論
構
成
し
う
る

164



特別記事

か
ど
う
か
。
と
は
い
え
、
外
国
文
化
と
り
わ
け
社
会
文
化
、
法
文
化

を
背
景
に
す
れ
ば
、
論
者
の
構
築
す
る
理
論
構
成
が
か
の
国
で
は
よ

り
妥
当
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ
、
文
化
の
相

違
を
乗
り
越
え
、
相
互
理
解
に
努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
戒
心
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
論
議
さ
れ
た
納
税
義
務
者
の
訴
訟
参
加
に
つ
い
て
は
、

論
者
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
訴
訟
形
態
と
し
て
、
行
政
事

件
訴
訟
法
二
二
条
に
定
め
る
訴
訟
参
加
の
形
態
の
ほ
か
に
、
行
訴
法

七
条
の
「
民
事
訴
訟
の
例
に
よ
る
」
と
の
法
文
を
根
拠
に
、
民
事
訴

訟
法
の
準
備
す
る
別
な
訴
訟
参
加
を
利
用
し
て
紛
争
を
解
決
す
る
方

法
が
あ
る
点
を
指
摘
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
本
論
文
で

は
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
解
決
の
可
能
性
の
論
証
に
重
点
を
置
い
た
た

め
に
、
指
摘
し
た
具
体
的
な
訴
訟
の
姿
が
本
論
文
で
は
見
え
て
こ
な

い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
が
予
定
し
て
い
る
諸
訴
訟

参
加
の
い
ず
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
そ
の
場
合
に
民
事
訴

訟
法
の
法
文
の
要
件
を
本
件
の
場
合
に
満
た
す
の
か
、
そ
の
訴
訟
は

ど
の
よ
う
な
原
則
で
審
理
が
な
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
訴
訟
の
判
決
の

効
力
は
ど
の
よ
う
な
範
囲
に
及
ぶ
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
な
い
。
ま
た
参
加
は
強
制
参
加
な
の
か
、
任
意
な
の
か
、
任
意
で

あ
れ
ば
、
従
前
の
当
事
者
に
よ
る
引
き
込
み
が
可
能
な
の
か
と
い
っ

た
こ
と
も
問
題
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
論
者
が
意
図

し
た
結
果
が
果
た
し
て
民
事
訴
訟
法
で
得
ら
れ
る
の
か
疑
問
が
な
い

訳
で
は
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
本
論
文
で
は
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
点

に
意
味
が
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
訴
訟
参
加
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
本
論
文
を
土
台
に
し
て
次
の
機
会
に
考
察
し
う
る
問
題
で

あ
り
、
本
論
文
の
全
体
的
な
評
価
を
低
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。
正

に
そ
の
意
味
で
前
述
し
た
諸
点
に
つ
い
て
今
後
の
研
究
を
期
待
し
た

い
。　
論
者
は
、
従
来
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
業
績
や

原
資
料
を
詳
細
か
つ
丁
寧
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
丹
念
さ
は
驚

く
ば
か
り
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
論
者
が
母
国
で
あ
る
タ
イ
国
に
お

い
て
源
泉
徴
収
税
に
関
す
る
単
行
書
を
公
刊
し
て
研
究
生
活
を
は
じ

め
て
以
来
、
比
較
法
の
適
切
な
手
法
を
用
い
て
タ
イ
法
と
日
本
法
を

考
察
し
た
研
究
業
績
で
あ
る
。
両
国
の
源
泉
徴
収
制
度
の
沿
革
が
正

確
か
つ
詳
細
に
解
明
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
忘
却
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か

の
制
度
変
遷
が
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
タ
イ
国
に

お
け
る
源
泉
徴
収
所
得
税
制
度
と
そ
の
問
題
点
お
よ
び
判
例
学
説
は
、

本
論
文
に
よ
っ
て
初
め
て
学
術
的
に
詳
細
か
つ
正
確
に
わ
が
国
に
紹

介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
源
泉
徴
収
制
度
に
関
す
る
間
題
提

起
と
立
法
論
が
、
日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
一
部
試
み
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
本
論
文
ほ
ど
に
、
比
較
法
の
手
法
を
用
い
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て
、
包
括
的
に
論
旨
一
貫
し
て
本
問
題
を
考
え
貫
い
た
業
績
は
こ
れ

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
租
税
法
学
界
の
発
展
へ
の
貢
献
は
き
わ
め

て
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
わ
れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士

（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
も
の

と
判
断
す
る
。

　
平
成
九
年
一
月
八
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

木
村
弘
之
亮

藤
原
淳
一
郎

坂
原
　
正
夫
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